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第８回 藤井寺市地域公共交通会議 会議録 

 

日  程：令和 8年 3月 23 日（月）14時 00 分～15 時 00 分 

場  所：パープルホール（市民総合会館）2階小ホール 

出 席 者：別紙参照 

会議議題：１.開会 

２.委員紹介 

３.議題  （１）前回交通会議議事の振り返り 

（２）実証運行計画（令和８年４月１日～） 

（３）説明会の報告 

（４）利用状況（令和７年１０月１日～令和８年２月２８日） 

（５）既存公共交通の維持・継続を図る施策の検討 

（６）今後のスケジュール案 

４.閉会 

傍 聴 者：５人 

議事内容 

１．開会 

猪井会長：あいさつ 

２．委員紹介 

・配布資料の確認 

・委員 18名の内 15名の出席により本委員会の成立を報告。 

３．議題 

議事（１）前回会議の振り返り、（２）実証運行計画 

＜事務局より議事（１）（２）を説明＞  

事務局 

○ここで 1点、事務局から一部内容について変更の提案がある。P.9「14.事業評価」に

おける評価基準内容について、実証運行の開始にあたり 1 日の利用者数 10 人以上、

利用者満足度 60％以上と設定しているが、これまでの利用者数が既に 10人を大きく

超えており、現在のデータでは 29.6 人となっている。今後の利用者数を維持するこ

と、また幅広く公共交通をして利用頂きたいことを踏まえ、利用者数を 30人に再設

定したい。 

小森委員 

○評価基準案は、これから高くなるのであればもう少し多めでもいいのかなと思う。 

○「10.乗り継ぎ割引」で、半額で利用する場合に 10 円未満の金額の対処方法を明記し

た方がいいと思う。 

事務局 

○評価基準案として、まずは現状維持を目標に利用者数を 30 人としたいと考えている。 

○乗り継ぎ割引の 10 円未満の端数扱いは、四捨五入で対応となり、150 円の場合は半

額の 75 円となることから、80 円が運賃、70 円が割引額となる。資料に追記するよう
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修正する。 

谷口委員 

○津堂停留所はいつから利用可能か。 

事務局 

○４月１日以降からになる。 

坂部委員 

〇運行ダイヤについて伺いたい。藤井寺市と柏原駅を結ぶ河内橋はかなり時間がかかり、

もう少しダイヤの余裕を見てほしい。 

猪井会長 

○利用者には予約時に少し待つことがあると知らせた方がよいのではないか。 

事務局 

○実証運行の中で藤井寺市と柏原駅のダイヤの検討を進めていきたい。 

 

議事（３）説明会の報告、（４）利用状況 

＜事務局より議事（３）、（４）を説明＞  

安岡委員 

〇金曜日に利用者数が多くなっているが何か理由はあるか。 

事務局 

○金曜日には公共施設（松水苑等）で講座や教室等があるため、利用者が多くなってい

ると考えている。 

 

議事（５）既存公共交通の維持・継続を図る施策の検討 

＜事務局より議事（５）を説明＞  

上田委員 

〇羽曳野市では小型バスが運行している。藤井寺市の道路状況を考えると小型バスの運

行も考えてほしい。 

井本委員 

〇大阪府では来年度のバス運転士の人材確保に係る補助金も引き続き確保しているの

で、近鉄バス様にはぜひ活用していただきたい。 

宮本委員 

〇近年は求人の募集が少し増えてきているが、大半は大型免許を持っておらず、教習等

の費用負担に今後もこの補助金を活用したいと考えている 

〇今後も運行経費が上昇すると予測される。持続可能な交通を目指す中、民間企業の立

場もあるので、関係自治体とも連携をとりながら事業を進めていきたい。 

○路線バスは遅延もあるが、藤井寺駅北側は路線バスのロータリーもあり、八尾方面に

は行きやすくなっている。一方、藤井寺駅南側はバスのロータリーもなく、羽曳野方

面に行きにくくなっている。今後、近い将来にロータリーができれば利便性も高まる

と思うので、面整備についても考えて頂きたい。 

○通常のバスであれば 20～30 人乗車して採算がとれるものであり、これ以下だと赤字
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となる乗り物である。今後は地域の実情に応じてバスのサイズも検討していく必要が

あると考えている。 

田中委員 

〇P.13「利用者数の推移」について、全便数の利用があって、増便したものもあったと

いうことか。 

事務局 

○2025 年 10 月を見ると、運行状況の⑤379 便、③391 台があり、③－⑤＝16台増えた

ことになる。 

田中委員 

〇利用者の多くが高齢者ということだが、若者にも乗ってもらえるような周知や施策が

必要だと思う。 

○あと、ダイヤに対して延着が発生するのは路上駐車等の他の要素が強く、路線バスが

悪いのではないことが大半なので、市民の方々の理解や協力が必要だと思う。 

 

議事（６）今後のスケジュール案 

＜事務局より議事（６）を説明＞  

安岡委員 

〇「議事５既存公共交通の維持・継続を図る施策の検討」の今後の動きについて教えて

いただきたい。 

事務局 

○より具体的な施策については、令和８年度の各委員からの意見を参考に、藤井寺市の

実情に応じた施策を検討していきたい。 

 

猪井会長 

〇それでは、第８回藤井寺市地域公共交通会議を終わりたいと思う。ご協力ありがとう

ございました。 

事務局 

○次回会議につきましては、デマンド型乗合タクシーの利用状況等の報告など、夏頃を

予定している。今後日程が決まり次第、事務局より案内する 

以上 

 


